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審 査 の 要 旨 
【批評】 
本論文は、現在においても確立されていない高減衰角鋼片の内部欠陥を検出する方法について、縦
波超音波の TOF を用いる CT 法を適用し、有効性の検討している。従来法であるパルスエコー法と異
なり、透過法を用いることで、安定した受信強度を得られること、音響インピーダンスが異なる境界
面上での超音波の回折・散乱現象の効果により低い周波数を用いることができること、また豊富なデ
ータを用いて CT 法により再構成することでよりノイズに強い計測ができることに着目し、計算機シ
ミュレーション及び実験により、従来法では検査困難であった高減衰角鋼片の欠陥検出が本手法によ
り可能であることが示されている。また、通信技術を応用した位相変調信号を用いる TOF同時送受信
手法を提案し、計測の高速化が図られており、この計測高速化手法は他の非破壊検査にも応用するこ
とが可能で、非破壊検査分野に新たな可能性を示すものである。本論文の研究手法は探傷法以外にも
温度計測などに応用が可能な手法であり、非破壊検査手法の発展に貢献しており、高く評価できる。 
 
【最終試験の結果】 
平成２７年１月２６日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全
員によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
  
